Panasonic 


取付設置説明書 

食器洗い乾燥機 

45 cm 幅シリーズ 


品番 

NP -45 MS 6 シ U —ズ 
NP -45 VS 6 シ U —ズ 
NP -45 RS 6 シリーズ 



取付設置説明書をよくお読みのうえ、正しく 
安全に取付設置してください。 

特に「安全上のご注意」 （2 〜3ページ）は、 

取付設置前に必ずお読みください。 
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安全上のご注意 ( 必ずお守りください 


設置される方へ 


♦この製品は、（財）電気安全環境研究所 （ JET ” 
より『給水装置の構造及び材質の基準（厚生省令)』 
の適合証明を受けています。このため、逆止弁等の 
設置は必要ありません。 

※厚生省の「給水装置に係る第三者認証機関の業務等 
の指針」に示された要件を備えた第三者認証機関 
♦給水装置工事（配管工事）は、各市町村にて施工承 
認を受けた後、指定工事業者が施工してください。 
♦製品の機能が十分発揮されるように、この取付設置 
説明書の内容にそって正しく取り付けてください。 

• 設置終了後 [設置後の点検] のチェックリストに基づ 
いて必ず再確認を行ってください。 

• この説明書は設置終了後、お客様へお渡しください。 
♦設置に関して不明な点がありましたら裏表紙に記載 
のビジネスユニットへご相談ください。 


取付設置説明書に従わなかったために生じた 
事故 • 損害については責任を負いかねます。 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守り 
いただくことを説明しています。 

■誤つた使い方をしたときに生じる危害や損害の程度 
を区分して、説明しています。 


△警告 

「死亡や重傷を負5おそれがある内 
容」です。 

A 注思 

「軽傷を負うことや、財産の損害が 
発生するおそれがある内容」です。 


■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 


(次は図記号の例です) 


0 

❶ 


してはいけない内容です。 


実行しなければならない内容です。 


本書に記載のマークについて 


チェック 




このマークがある項目や手順では 
必ずチエックを実施してください。 



このマークがある作業は電動ドライパー 
を使わず、必ず手締めしてください。 

暑電動ドライノ（一を使用してネジを締 
め付けると、空回りを起こすおそれ 
があります。 


特定保守製品に関するお願い 

♦本製品は、消費生活用製品安全法で定められた 
特定保守製品です。 

♦特定保守製品とは「経年劣化により安全上支障 
が生じ、一般消費者の生命または身体に対して 
特に重大な危害を及ぼすおそれが多いと認めら 
れる製品であって、使用状況からみてその適切 
な保守を促進することが適切なものとして政令 
で定めるもの」です。 


• 付属の取扱説明書と所有者票(黄色の封筒に入つ 
ています）は、必ず特定保守製品取引事業者ま 
たはお客様（消費者、賃貸業者等の所有者）に 
お渡しください。 


• 消費生活用製品安全法にて、特定保守製品の所 
有者は製品の製造 • 輸入事業者（特定製造事業 
者等）に対して、所有者情報を提供する責務が 
定められています。 


△警告 



參絶対に分解したり修理 • 改造しない。 

発火したり、異常動作してけがを 
することがあります。 

• 修理は販売店へご相談ください。 



♦火のついた口ーソク、蚊取り線香、 
煙草などの火気や、揮発性の引火物 
を近付けない。 


火災や変形のおそれがあります。 


V_ J 
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,♦水につけたり、水をかけたりしない。 

^ ショート • 感電のおそれがあります。 

ノ 




,♦ぬれた手で、電源プラグを抜き差ししない。 

^ 感電の原因になります。 

ノ 


△警告 


0 •電源コード•電源プラグを破損するような 


r a 

♦アースを確実に取り付ける。 

ことはしなぃ。 


故障や漏電のときに 

，傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、\ 


感電するおそれがあります。 

無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、 

V 重い物を載せたり、束ねたりしないでください。ノ 


• アースエ事は販売店または電気 



エ睾店にご相 g 炎くたさい。 

傷んだまま使用すると、感電•ショート- 


(アースエ事費は、本製品の価格 

火災の原因になります。 


には含まれていません。） 

• コードやプラグの修理は、販売店にご相談ください。 

V ノ 

% 電源コードを切断したり、屋内配線ケーブルと 


•電源プラグは、刃及び刃の取付面 

直結したりしない。 


にほこりが付着している場合は 

c 電源コードを転倒防止金具や本体の底面や脚と 


よく拭く。 

の間に挟み込まない。 


火災の原因になります。 

•コンセントを床面にころがして、電源プラグを 



差し込み使用しない。 


暑電源ブラグは根元まで確実に 

感電 • 漏電や火災の原因となります。 


差し込む。 



差し込みが不完全ですと、感電や 

⑩延長コードは使わない。 


発熱による火災の原因になります。 

発熱による火災の原因となります。 


• 傷んだプラグ • ゆるんだコン 



セントは使用しないでください。 

•ビルトインのとき■源コード、アース線、 



排水ホース、給水ホースに傷をつけない。 





電源プフグはコードが下向きに 

感電 • 漏電 • 火災や水漏れの原因となります。 


なるようにし、コンセントに 

♦束ねたホース、コード類を転倒防止金具の左側 


奥まで確実に差し込む。 

にしない。 


上向きにするとプラグの接触が 

傷んで水漏れ • 感電•ショートの発火の原因に 


不安定になり、異常発熱して発火 

なります。 


するおそれがあります。 

♦コンセントの差込みがゆるいときや、電源コード 


♦定格 15 A •交流 100 V の 

や電源プラグが傷んでいるときは使用しない。 


コンセントを単独で使う。 

感電•ショート • 発火の原因になります。 


他の機器と併用すると、発熱に 

• 販売店に点検 • 修理を依頼してください。 

V ) 


よる火災の原因になります。 

V J 


A 注意 


厂へ 


iTN ♦給水ホース先端を床に落とさない。 


鲁電源プラグを抜くときは、電源 

落下させると床面がキズ付くおそれがあります。 


□-ドを持たずに必ず電源プラグ 



を f 寺って抜く。 

♦包装を外す時、刃物を使わない。 


感電やシヨートして発火する 

刃物により製品が損傷し水漏れなどのおそれが 


ことがあります。 

あります。 





• 高水圧になる場合は減圧弁を必ず 

參元止め式湯沸器には接続しない。 


取り付ける。 

湯沸器からの水漏れのおそれがあります。 


水漏れの原因になります。 

1^ 


v J 
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各部のなまえと寸法 


※下図はドア構成がパネルタイプ NP -45 RS 6 をベースとしています。 

(寸法関係は NP -45 VS 6 タイプ、 NP -45 MS 6 タイプ/ドア構成が画材タイプも同様です) 

♦本体、かごのテープ、ダンポール、ドア下部の包装部品などはすべて取り外してください。 



消防法基準適合組込形 


■ 付属品の確認口 


■パネル寸法 


ノ（ネルのソリを確認ください。ソリが大きいとセツト u _433+0/-1 


できない場合があります。 

. f _ . 

癱幅方向の寸法公差： +◦ mm/-lmm 

ミ ： 

(433 mm 以上ではパネルがセツトできない場合が 


あります。） 

5^5 5,5 : 

癱厚みの寸法： 5 mm 以下 — 


5 mm 以上、7 mm 以下の場合は外周（斜線部）の 

in 1 ， 

厚みを右図のようにケガキをしてください。 

k : 

; //////////////////////////// 7 , 


■面材寸法/ネジ下穴寸法 
t=15 〜18 


446 


321 

QJ CD 

: 宇： | :中 = 
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CD 

00 
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个 

II 
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スペーサー 

RS 6 タイプ ㊣ (各 2 個） 

21 mm 1 5 mm 

_ 

vse 

(黒爸 

) - MS 6 夕 
34 本）（黒 

へ i 21 mm 

イプ⑩ 

色2 本） 

^5 mm 



※ RS 6 タイプと VS 6 タイプと MS 6 タイプで同梱のスぺーサ_ • フイラーが異なります。 


面材タイプ用同梱品 

•面材取り付け金具 A (2 個） 

籲面材取り付け金具巳 

♦ネジ⑱ 

•スペーサー 


(左右各1個） 


_ 



< nm (^) X 8 本 



拳付属品を使用して、正しく設置を行ってください。製品が外れ、けがをするおそれがあります。 

別売品 （ ドア用ノ《ネルまたは画材）は事前に寸法をご確認ください。 【単位： mm 】 


L +lLr) aj6co 


5以下 lj = 


パネル表面 


20 


247 


20 





















■ 設置場所の確認口 

※収納キャビネット （ P .4 参照）が設置されていることを前提にしています。 

※本機設置時は下図の設置寸法をお守りください。（離隔距離〇 cm は消防法基準適合) 
※本機は奥行き600 mm のキッチンには設置できません。 


■ビルトイン寸法 


奥行き 

650 mm 以上 

幅 

450 mm 以上 

高さ 

455 mm 以上（収納キャビネットからの高さ） 


※法令義務により、本機やキッチンの金属部分は、家屋の壁中 
のラスや金属板に、電気的に接触しないようにしてください。 
※法令：電気設備の技術基準の解釈 




• ビルトイン型加熱機器などと並べて設置すると、カウンター上への荷重でたわむ場合があるため、 
補強処置を施してください。 

(市販の L 金具などを使用） 
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電気工事 


拳コンセントは定格表示125 V 、15 A のアー 
スター S ナル付埋込みコンセントを使用して 
ください。 

• コンセントは壁面の決められた位置（右図参照) 
に必ず固定してください。 


※寸法はキッチンの高さが850 mm の場合 
[] はキッチンの高さが800 mm の場合 


■アース（接地）を行う D 

■ 感電事故防止のため必ず電気工事士による D 種 
接地工事を行ってください。（法令により規定） 

■ガス管や水道管、電話や避雷針、および漏電 
しゃ断器を入れた他の製品のアース回路には 
接続しないでください。（法令により禁止） 

■アース端子付きコンセントは、接地抵抗値 
(100 Q 以下）をご使用ください。 

(接続方法： P . 14参照） 

■設置場所の変更や転居の際は、必ず再度アース 
を取り付けてください。 

※ご不明な点は販売店または電気工事店にご相談 
ください。 


漏電しゃ断器の設置について 


万一のために、漏電しゃ断器の設置が必要です。 
※主幹に漏電しゃ断器が設けてある場合は、 
新たに設置する必要はありません。 


漏電しゃ断器 一住宅分電盤用小形漏電ブレーカー 

(例）品番（パナソニック ） BJS 203 

定格電流20 A 、 感度電流30 mA 
(AC 100-200 V 両用） 



■ 電気工事を行う口 

電気工事、アースエ事はすべて電気工事士の 
有資格者が、電気設備の技術基準に準じて 
行ってください。 




既設分電盤の分岐安全ブレーカー H B 型と同ーサイズです。 
取り替えて、そのまま専用回路の漏電保護ができます。 
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給水 • 排水工事 


■給水•排水工事を行う口 


■本機が使用できる水道水圧は0.03〜1 MPa 
{0.3 〜10 kgf / cm 2 } ですが、配管の状態に 
よる圧力上昇に備え、0.6 MPa {6 kgf / cm 2 } 
を超える場合は減圧弁を取り付けてください。 

■本機は（財）電気安全環境研究所 （ JET ) より 
「給水装置の構造及び材質の基準（厚生省令)」 
に適合するとの証明を受けているため、給水 
装置への接合に際し逆止弁等の設置は必要あ 
りません。 

《各市町村の条例等により逆止弁を取り付ける 
際、本機の配管近傍にシングルレバー水栓が 
ぁる場合》 

• シングルレノ（一水栓の配管に減圧弁か、 

ウオーターハンマー防止器を取り付ける。 

•本機の配管に減圧弁を取り付ける。 

(水检急閉時のウオ _ 夕一 J V ンマー現象によ 
り、逆止弁下流側の本機や本機の配管に異 
常な高水圧がかかり、本機の故障や水漏れ 
の原因となるため。） 

■ 本機は配管直結タイプのため設計/施工工事 
の段階で給水 • 排水の位置決めを正確にして 
ください。 

* 給湯（給水）管は硬質塩化ビニルライニング鋼 
管（相当品）を使用し、断熱材を巻いてください。 
(給湯の場合は必ず耐熱配管にしてください。） 
* 排水横枝管に至るまでの接続部分（チーズ）も 
耐熱塩化ビニル管 （ HT 相当品）を使用してく 
ださい。 

• 配管用接着剤は耐熱用を使用してください。 

拳給水配管 • 排水配管の端面はバリのないよう 
処理し、管内の異物（切り粉など）を完全に取 
り除いてください。 

• アングル型止水栓（ハンドル式、固定ゴマタイプ) 
を必ず取り付けてください。 

• 落としゴマタイプは使わない。（ゴトゴト音の原因) 
• 止水栓は閉じた状態で、出口は床面と平行にしてください。 



〈一般地域仕様〉 〈寒冷地仕様〉 


アングル型止水拴 

※凍結が心配される地域に設置される場合は水抜き弁を 
有した寒冷地仕様の止水栓を取り付けてください。 


* 排水管 HT 20 の端面内周に、面取り （ C 1 〜 2) 
を施してください。 

外径側は面取り （ C 0.5 〜 1) をつけるとホース 
の挿入が容易になります。 



元付け型の浄水器に接続しない 

元付け型の浄水器に接続すると、残留塩素濃度が 
0.1 ppm 未満（水道法基準は0.1 ppm 以上）とな 
り屋内に給水される水が細菌などに汚染されるお 
それがあります。 


給湯器について 


• 給水接続か給湯接続かお客様に確認したうえ 
で施工願います。 

(給湯接続された場合、運転時間にメリットが 
あります。） 

• 給湯は中型以上の深夜電力利用温水器、石油 
給湯器、10号以上の先止め式給湯器などで、 
出湯温度が45 ° C 〜70 ° C の範囲で温度調節 
可能な機器に接続してください。 

※出湯温度が調節できない機器には別売の 
ミキシングノ 0レブを接続してください。 

(例：パナソニック • システム部材開発 
センター扱い。 AD - M 巳 905 A など） 


• 小型深夜電力利用温水器には接続しない。 

本機へ給水されないおそれがあります。 

• 元止め式湯沸器には接続しない 0 

湯沸器からの水漏れのおそれがあります。 
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工事される方へのお願い 
















配管スペースが本機の右側にある場合は 650 以内 


、 A5^^ 


/アングル型止水栓 
( VP 50) VP 40 、 


排水管 HT 20 


配管スペース 
100以上 


エルポ町20 \よ「 由 

排水管 HT 20 — H ※30 〜40 
VP 40 -^~[ ~ ~、 ノ ロ 
\( VP 50) T— __ uJ 


本機設置 
スペース 


チーズ HT 40 X 20 
( HT 50 X 20) 




配管スペースがプルオープン設置スペースの 
右側にある場合は※650以内 


>給水ホースが止水栓に当たる場合はフレキシブルホース（現地調達品）などを使用してください。 


設置前の作業 


本機の設置予定場所に事前に設置されている収納キャビネットの構成部材の一部を取り外してください。 


引き出しを取り外す。 

•弓 Iき出しを外すだけで内部に事前の 
配管が見える場合は、他に取り外す 
部材はありません。 

P 引き出しを抜いた内部の底面に 

点検口のフタがある場合、フタを取り外す。 

(点検口の中に事前の配管が見えます。） 

* 1、2で取り外した引き出しおよび点検口のフタは 
「試運転」終了まで取り外した状態にしておきます。 


※収納キャビネットの構成が上記と異なる場合は、事前の 
配管が見えるようになるところまで部材を外してください。 


点検口のフタ 


収納キャビネット 


引ぎ出し 
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設置手順 


〇転倒防止金具の取り付け D ^ 

* 同梱の型紙を使い、この型紙に記載されてい 
る説明に従って2本のネジ㊣（同梱）で収納キャ 
ビネットの後側に取り付けてください。 

万ーネジが締まらなくなった場合は予備の 
ネジ㊣で3列目の穴もネジ止めしてください。 



型紙 




前ズレ防止金具の取り付け 



* 前ズレ防止金具（同梱）を型紙の位置に合わせ 
ネジ㊣（同梱 ）2 本で収納キャビネットの前側 
に取り付けます。 

前ズレ防止金具の締め付け穴記号は 「A」 

(前側）とし両端にあるネジ穴を前向きにし 
てください。 

_ A 注意 _ 

必ず前ズレ防止金具を取り付ける。 

〇 ドアの開閉などにより製品が前へ動き、 
収納キャビネットより落下し、けがをす 
るおそれがあります。 




















u コード類の束ね □ 


□ チェック 

スべ ー サ ー の貼り付け （2 


本体背面のホースホルダーなどを外し、 

■ 給水ホース • 排水ホースを下向きにする。 

ホースホルダーの 下の位置で各 ホース、 
コード 類を ビニールテープで 束ねる。 

※電源コードやアース線が転倒防止金具にかみ込 
まないようにするため、必ず行ってください。 


アース 線電源 コード 



□ フイラーの取り付け （ MS 6 タイプのみ) 


※機器上部に引き出しを設置するなど、 
キッチンへの設置状態によってはフイ 
ラーを取り付けない場合もあります。 


1フイラーの折り目（ミシン目）に合わせて図 
■ のように折り曲げ、下部の両面テープの離 
型紙をはがす。 

〇本体天面にある段押し部にフイラー後端を 
合わせ、左右均等になるように貼り付ける。 


• 本体からはみ出さないように貼り付け 
てください。 


•3 本体ビルトイン後にフイラーが前側にはみ 
u 出さないように天板形状に合わせてフイ 
ラーを天板前面部に押し込む。 




• ビルトイン後、本体が横方向に移動しないようにするため、同梱のスペーサーを本体の左右側面に 
しっかり貼り付けてください。 

• 設置されている収納キャビネットの側板の高さにより、使用するスペーサーおよびその貼り付け位置が 
異なります。下表に従ってスペーサーを選び、正しい位置に貼り付けてください。 



2 
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鼋源プラグはコードが下向きになるようにし、 

コンセントに奥まで確実に差し込む。 

〇 上向きにするとプラグの接触が不安定に 
なり、異常発熱して発火するおそれがあり 
ます。 


アースを確実に取り付ける。 


〇 


故障や漏電のときに感電する 
おそれがあります。 


»アースエ事は必ず販売店に依頼してください。 


❾電源コードを切断したり、屋内配線ケーブルと 
直結したりしない。 

♦コンセントを床面にころがして、電源プラグを 
差し込み使用しない。 

感電•漏電や火災の原因となります。 


0 


束ねたホース、コード類を転倒防止金具の左側に 
しない。 


0 


傷んで水漏れ•感電•ショート発火の 
原因になります。 



電圧が100 V であることを確認してから、 
埋込みコンセントに電源プラグを差し込む。 

春200 V電源に差し込むと、瞬時に故障 
します。 


〇アース線をアースターミナルに接続する。 

※ガス管や水道管、電話や避雷針のアース 
線には、絶対に接続しないでください。 
(法令等で禁止されています。） 
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両方の手で本体を抱くように持ち上げる。 


2 


本体の後脚を収納キヤビネツトに乗せ、 
給水 ホースと 排水 ホースを 転倒防止金具の 
右側から下に押し込む。 

※本体の前下面を右図のように手でささえ 
ながら片方の手でホースを下へ押し込ん 
でください。 




3 本体を収納キヤビネツトの上をすべらせな 
がら押し込み、約200 mm 押し込みを 
残した位置で収納キヤビネツトの下から 
給水 ホースと 排水 ホースを 引き寄せる。 

本体を収納キャビネットに一気に 
押し込まない 

0 排水 ホースが 折れ曲がり 

排水不良の原因になります。 


約200 mm 
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本体前面左右のフランジ部（樹脂製）が 
^収納キャビネットの側板の前面木口に 
当たるまで、本体を押し込む。 

※隣接する機器などに注意し、本体中央を 
ゆっくり押してビルトインしてくださし、。 


5 排水ホースの先端に同梱のホースジヨイン 
卜を奥いっぱいまで挿入し、ホースバンド 
® で止める。 



EJ 前ズレ防止金具 b の取り付け 


• ドアを少し引き出し、11ぺージの0で収納 
キャビネットに固定した前ズレ防止金具の 
前面ネジ穴に前ズレ防止金具 B (同梱）を前方 
より当て左右2か所を六角ネジ（同梱）で取り 
付けてください。 

※前ズレ防止金具日の上端曲がり部が本体の 
ボデーバンド巳切欠き穴に差し込まれている 
ことを確認してください。 

_ A 注意 _ 

必ず前ズレ防止金具 B を取り付ける。 

〇 ドアの開閉などにより製品が前へ動き、 
収納キャビネットより落下し、けがを 
するおそれがあります。 



前ズレ防止金具 B 
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パネル（化粧板）タイプの場1 


<パネルは別売品です：寸法 （ P .5 参照）> 


B 方氷肌 i 田取り付け前にパネル（化粧板）の下部木口面の 
— : 防水処理を行ってください。 



マーキング 



1 ) 幅50 mm の離型紙付 
アルミ粘着テープ（市販） 
を450 mm にカツトし、 
鉛筆などで 幅6 mm $ の 
位置にマーキングする 


アルミ粘着 テープ 

2) 離型紙をはがし、マーキン 3) 
グ跡にパネル表面側（化粧 
面）下端を左右均等出代 A 
になるように貼り付ける 
※八は9 mm * 以下に 



* 外観に影響するためテープが破れた場合は必ずやり直してください。 


パネルを垂直に立て、コーナー処理 
を行う 

① 出代 A のイ（短辺）を口（長辺）に 
接着する 

② 口（長辺）をパネル側面から表面 
(化粧面）へ巻き込むように折り 
曲げて貼り付ける 

③ シワを押さえてきれいに仕上げる 



2 


3 


ドアを少し引き出し、サッシの左右6か 
所、下辺3か所のネジを外す。 

拳図中☆印の長いネジ2本は、取り付けの 
際も☆印と同じ位置にご使用ください。 

* 上辺のサッシを外す際は、取っ手部を 
押し上げながら手前に引いてください。 


* すべてのネジを外さないとパネルは 
取り付けられません。 


防水処理を施したパネル（上記参照）をド 
ア下辺の端面に合わせる。 （防水処理した 
側を下に） 

暑パネルの厚みで浮く場合は、両面テー 
プで（現場調達品）ドアに仮付けしてく 
ださい。 

① 下辺のサツシを3か所のネジで仮止め 
する。 

② 左右サツシ下部のツメを下辺のサッシ 
に差し込み4か所のネジを仮止めする。 



外す ☆ 



"'''外す ☆ 
(長いネジ) 


t 外す 

^外す 



両面テープ 
(7 か所） 


③ パネルを押さえつけながら下辺3か所、 
左右4か所の順にネジを締め付ける。 



/% 上辺のサッシを正面から差し込み、側面 
^から長いネジで締め付ける。 

r ^ 


籲サツシを無理に広げないでください。 
サツシが破損するおそれがあります。 


給湯（給水）管との接続 • 排水ホースの接続口 


給水ホースを床面に落下させない。 

0 


給水 ホース および排水 ホースは 切断しない。 


0 


水漏れの原因となります。 


A >： 


フレキシブルホースなど（現地調達品） 


排水ホース 


給湯(給水)管 


点検口 


専用止水栓_ 


給水ホース 


排水ホース 


給水ホース 


>ホースパンドが正しく取り付けられているか確認してください。 

>排水ホースに折れや、ねじれ、たるみがないことを確認してください。 


•排水管 ( HT 20) にホースジョイントを接続し、ホースバンド ㊅ で止めます。 

このとき排水ホースは給湯（給水）管や、給水ホースの上を通してください。 

※排水ホースに折れや、ねじれがないことを確認してください。 


ホー スジヨイント] ホース パンド® 


/排水管 ホースパンド®/ 
(HT20) I k 


、排水ホース 


N ホースジヨイント 


1 排水管 
I (HT20) 


排水ホース 


ホースジヨイントの内面を水でぬらして作業すると接続がしやすくなります C 


籲アングル型止水栓（八ンドル式、固定ゴマタイプ）にフイルターを入れ給水ホースを 
確実に接続します。（フイルターは給水ホースにセツトされています。）（下図参照） 
※ナツトは手で軽く締め込んだ後、約半回転ぐらい締め付けてください。 

適正締め付けトルク： 5〜10 N • m {50-100 kgf - cm } 

※市販のスノ（ナなどで締め込みます。 


給水ホース 





フィ ルター/ アングル型止水栓 

(アミの膨らんでいる）（ハンドル式 \ 
I 方を止水桂側に ノ I 固定ゴマタイプノ 



フレキシブル ホースな ど 
(現地調達品） 

\フィルター 
，ア5の膨らんでいる、 
k 方を止水挂側に ) 

、アングル型止水栓 
广八ンドル式 、 

^固定ゴマタイプノ 


{元成(ィメ—ジ ) 


排水ホ—スを接続する 


給湯(給水)管と接続する 


給水ホースは重量物です。落下させるとケガ 
をしたり床面がキズ付くおそれがあります。 




























試運転 


_ ナエツク 

試運転を行う口 


• 電源が入ること、元水栓 • 止水栓が開栓していることを確認してください。 

* 試運転は約3分で終了し、電源が切れます。（表示が消灯） 

※通電、通水が不可状態で試運転が行えない場合は、必ず通電、通水可能後に試運転を行ってください。 
( ドアを開けて、水や湯を入れない） 


_ RS 6 • VS 6 タイプ 

止水挂を開く。 -a n 


MS 6 タイプ 


止水栓を開<。 


⑩ 


ドアを閉じる。 


40 60 90分!; 

送風ドライキヴ胃 


節電標準強力 
スビ-テ V 予約乾燥 


- i _-7 スタート電源 
一 A l 時停止 II 切/入 


] 卜"! [ $ 源 切/入I 


⑩ 


「コース」ボタンを押しながら、 

「電源」ボタンを押す。 

「_源」ボタンを離して、 

「コース」ボタンを3秒以上押し続ける。 

『ピピッ』とブザーが鳴ったら、「コース」ボタン 
から手を離し、3秒以内に「コース」ボタンを 
押すと、試運転が開始。 


「_時停止/スター M ボタンと「コース J ポタン 
を押しながら「電源」ボタンを押す。 

ボタンから手を離し、3秒以内に「コース」 
ボタンを押す。 

ドアを閉じると、試運転が開始。 

試運転中の表示（青色点灯） 


電■標準■強力■予約■乾燥 



❿ eCONAVI ;,, 

少量標準強力予約乾燥 


※ドアを閉じないと『ピピッピピッ』とブザーが 


プ■エツ'ノ 

確認を行う匚 


【運転中】 

噴射音： 正常にパシヤパシヤ音がするか。 

(一定量の水が入り、シヤワーを噴射しながら庫内のノズルが回転する音) 
水漏れ： 給水 • 排水の接続部や 止 水栓、その他からの水漏れがないか。/ 


【達転終了後】 （ブザーが鳴り、電源が切れます） 

排水状態： ドアを開け、庫内の水が排水されているか。 

止水状態： 電源が「切」の状態で、給水口から水が出ていないか。 


給水口 


※試運転後は、止水栓を開いたままにしておいてください。 
※長期間居住されない場合は、万が一の水漏れ防止のため、 
必ず家屋の元水栓を閉めてください。 



イラストは RS 6 タイプで説明しています。 

水漏れ確認（矢印の箇所） 


A 注意 


凍結のおそれのある所へ設置するときは必ず水抜き 
作業を行った後、止水栓を閉める。 

〇 止水栓を閉めないと凍結した際に、給水弁を 
破損して水漏れするおそれがあります。 
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試運転で表示部が点滅しブザーが鳴る場合は、以下の内容を確認•処置後、再度運転を行ってください。 



_ 表 7 Ts _ 

【 RS 6 • VS 6 タイプ】 

全 コース 

のランプが点滅 

【 MS 6 タイプ】 

上面部： 全 コース 

のランプが点滅 
前面部： 赤色 

のランプが点滅 

【 RS 6 • VS 6 タイプ】 

節電標準強力 

のランプが点滅 

【 MS 6 タイプ】 

上面部： 節電標準強力 

のランプが点滅 
前面部： 赤色 

のランプが点滅 

【 RS 6 • VS 6 タイプ】 

標準強力 

のランプが点滅 

【 MS 6 タイプ】 

上面部： 標準強力 

のランプが点滅 
前面部： 赤色 

のランプが点滅 

【 RS 6 • VS 6 タイプ】 

節電強力 

のランプが点滅 

【 MS 6 タイプ】 

上面部： 節電強力 

のランプが点滅 
前面部： 赤色 

のランプが点滅 


原 因 

ドア開異常 

【 RS 6 - VS 6 タイプ】 

ドアが確実に閉まって 
いないまま、運転を 
スタートした。 

【 MS 6 タイプ】 

運転をスタートした後、 
ドアが確実に閉まって 
いない。 


排水不良 

排水 ホースの 折れや 
つまりによって、 
洗浄槽内の水が排水 
できないため。 


給水不良 

断水や止水栓/水道 
の元水栓の開け忘れ 
などで給水ができ 
ないため。 


機内の水漏れ不良 

本体内から水漏れし 
てし''る。 


処 置 


«ドアを確実に閉めると、運転が始まります。 

【 RS 6 • VS 6 タイプ】 

全コースの表示の点滅から運転コースのみの点滅を確認 

【 MS 6 タイプ】 

前面部：赤色のランプの点滅から青色のランプの点灯 
を確認 


>電源を「切」にする。 

>排水ホースに折れぐせがついていないか確認する。 

(折れぐせがついている場合は直す） 


* 電源を「切」にする。 

»断水の場合は断水の回復を待って運転する。 

>キャビネット内の止水栓および元水栓は必ず開栓 
する。 

>給水弁先端にあるフィルターの付着物を取り除く。 


① 止水栓/水道の元水栓を閉める。 

② 電源（ブレーカー）を切る。 

③ 本体底面の排水ロキヤツプを外して本体内の水を抜く。 
(排水ロキヤツプの位置は P.4 参照） 

④ 排水ロキヤツプをもとの位置にはめ込む。 

⑤ 電源（ブレーカー）を入れる。 

※水漏れのおそれがあるため、販売店もしくは裏表紙 
に記載のビジネスユニットにご連絡ください。 
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I 式運転後の作業 


設置後の点検（チェックリスト) 


■引き出しの取り付け0 

「設置前の作業」で取り外した引き出しを元の位置に取り付けてください。 


■ 出代の確認•調整(面材タイプのみ） d % 


上面 


て j 


下面 




キッチンのドアと画材が揃っているかを 
5萑認してください。 

• 画材上部が奥まっている場合 

スぺーサーで右図のよっに調整を行って 
ください。 

※調整は1枚 （1 mm ) までにしてください。 

画材下部が出っ張っている場合 

背面に電源コードなどがかみ込んでいない 
か確認してください。 

面材下部が奥まっている場合 

以下の方法で出代の調整を行つてください。 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

/ 



スペーサー 


ミシン目に沿ってカッターナイフ 
などで切断します。 


スペーサー 


面材取り付け 
金具 A 



面材 


面材下部が隣接扉よりも奥まっている場合 

① 画材を外す。 

( P . 17「ドアへの画材の取り付け」参照） 

② 本体ドアの下部穴位置にあるネジをゆるめ 
て画材の出代の調整をする。（左右2か所） 

③ 調整終了後、再び画材を取り付け、外れな 
いことを確認する。 




点 検 

点検 内容 

参照ページ 

チェック 

機 

器 

及 

び 

そ 

の 

周 

辺 

ドアの開閉 

他の機器への障害はありませんか。 

P .6 


転倒防止金具 
前ズレ防止金具 

転倒防止金具及び前ズレ防止金具は取り付けましたか。 

P . l 1 

P .1 6 


給 

湯 

水 

水 

接 

続 

給湯器と接続の場合 

指定する給湯器に接続されていますか。 

P .8 


フイルター 

給水ホースと止水栓との接続部にフィルターを挿入しましたか。 

P .1 9 


排水 ホース 

排水管との接続部と確実に接続したことを確認しましたか。 
また押しつぶされたり無理に折れ曲がったりしていませんか。 

P .15'16 
P . l 9 


電気 接続 

電源コンセントは専用回路で、電源プラグは125 V 15 A 
のアースターミナル付埋込みコンセントに接続しましたか。 

P .7 

P .14 


アース線を接続しましたか。 

P .14 


試 運 転 

試運転を行い、正常に動作しましたか。 

P .20 



■ 画材の高さ確認•調整（面材タイプのみ） □ ^ 


取り付けた画材の下端と隣接するキャビネット 
のドア下端が合っているか確認します。 

* 低い場合はスぺーサーで右図のように調整を 
行ってください。 

① P . 160で取り付けた前ズレ防止金具巳を 
取り外す。 

② 本体を少し持ち上げて、前ズレ防止金具と 
本体の間にスぺーサーを入れる。 

※調整は2枚 （2 mm ) までにしてください。 

③ 前ズレ防止金具巳を取り付ける。 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ミシン目に沿ってカツター 
ナイフなどで切断します。 



スペーサー 


22 


23 









■お客様への取り扱い説明 



取扱説明書によつて製品の取り扱いをご説明し、保証書に必要事項を記入のうえ保管のお願いをしてください。 


寒冷地において冬季長期間ご使用にならない場合の水抜き方法 (機内給水経路) 


① 下部収納キャビネットの 
引き出しを抜く。 



' 給水ホースが止水栓に 
接続されています。 



②止水栓を 
閉じる。 



点検口のフタ 


※点検口のフタ 
がある場合は 
これも取り外す。 


③水抜き栓の下に水受けを置き、 

水抜き栓を取り外す。（⑤図参照） 



⑤給水ホースを左右に振ったり、 
軽くたたいたりする。 



給水ホース止水栓 


水受け 58 


※約100 mL が受けられるお皿や容器 
封全を準備。（高さ 25 mm 以下） 

\ ④鼋源を「入」にし、「スタート」ポタン 

\ を押す。（給水弁が開放される） 


• 残水が排出された後も水抜き 
栓開口部に乾いた布を押し当 
て、内部の水を吸いとる。 
(水滴が落ちなくなるまで） 

©電源を「切」にし、排出水を処理する。 

⑦ 必ず水抜き栓を取り付ける。 

• 止水栓は再使用するまで閉じ 
たままにしてください。 

⑧ 収納キャビネットの引き出し 
を取り付ける。 


— I お客様（所有者）が所有者登録を行うようご協力をお願いいたします 


■設置業者様へ 

本製品を設置される事業者様は関連事業者として位置 
づけられており、点検等の保守や所有者登録の必要性 
に関する情報提供を求められております。 

お客様（所有者）に所有者登録の必要性をご理解いただ ②特定保守製品取引業者 

くため、設置終了時に以下の説明をお願いいたします。 の記入欄に事業者名等 

設置終了時の説明 

お客様（所有者）に所有者票（黄色の封筒に入っていま 

す）を示して右記内容を説明してください。 ® この ffl に I 3 A してい 

ただくようお客様に 


①本法定説明事項を 
所有者に説明して 
ください。 


■販売業者様へ 

特定保守製品取引事業者様には以下の義務及び責務が 
消費生活用製品安全法に定められていますので、ご協 
力をお願いいたします。 

(1) 所有者に所有者票に記載の「法定説明事項」を説明 
する義務 

(2) 所有者情報の提供の協力責務 


※賃貸集合住宅の所有者または管理会社様へ 

複数の特定保守製品の登録をおこなつていただく場合、 
所有者票による登録だけでなく、複数の製品をまとめて 
登録いただける所有者票を準備させていただいております。 


説明してください。 


④お客様に0ボックス 
にチェックを記入し 
てちら5。 



お客様に必要事項を 
すべてご記入いただき、 
返信用はがきに個人 
情報の保護シールを 
貼った上で投函して 
いただくようお客様に 
説明してください。 


下記アドレスより「所有者票（賃貸集合住宅所有者様用)」 

をダウン□ー ドしていただけます。 

http :// panasonic . co . jp / chouki / regist / registrationpaperO 1 .php 
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